
道 内 企 業 の 倒 産 に つ い て

　　　　　　小　　杉　　隆　　至

　本道の木材産業にとって昨45年はアメリカ向け合板の輸出不振，国内的には金融引締政策
による針葉樹製材品の需要伸び悩みなど，苦難の年であった。このような情勢を反映して倒
産件数，負債額も激増したので，過去5年間の発生情況及びその原因等について調査集計を
おこなってみた。以下はその概要である。

　昭和41年から45年までの，道内企業の倒産発生件数

及び負債額は第1表のとおりである。ここにかかげた

のは1,000万円以上の負債をもって倒産したものの集

計である。道内全産業では41年は358件であったが，

42～44年では600件前後と比較的高水準となり，金融

引締政策の浸透した45年には825件に達し，これは前

年の32％増にあたる。1件当り負債額でも41～44年で

は5,000万円台であったのが，45年には8,255万円と上

昇し，これは前年の45％増である。その結果，年間負

債総額も約2倍近くになっている。

　木材関連の製造業及び販売業でも同様の傾向を示

し，45年には106件と急増し，これは前年の2倍強で

ある。一方，1件当り負債額も45年には1億5,686万

円と飛躍的に増加し，前年の2.5倍，道内全産業平均

の約2倍になった。これは業界全体の不振が本道木材

業界を背負って立つ大手メーカー，商社にまで影響を

及ぼし，これまでに例をみなかった10億円以上の規模

のものが4件発生したことによるものである。このた

第1表＊　倒　産　件　数　及　び　負　債　額　　　　　　　　　　　　（単位　万円）

め負債総額も前年の30億円から約5.4倍の166億円には

ね上った。これは全産業負債総額の約24％に相当す

る。

　木材関連産業を製造業と販売業に区別すると，45年

の件数では製造業が62件と，販売業の44件より上回っ

ているが，負債総額及び1件当り負債額は製造業の方

が少ない。

　木材関連企業について，倒産の原因別に集計したの

が第2表である。企業が倒産に至るには，単独の原因

によるものはごくまれなことであり，種々の悪条件が

重なるのが普通である。しかし，ここではそのうち主

なる原因を一つだけ選定して主因とした。原因を構造

的要因，企業内要因，偶発的要因の三種に大別すると

表に示す如く，44年までは企業内要因が第1位を占め

て60％程度である。この企業内要因をさらに細分すれ

ば放慢経営によるものが多い。45年に至って構造的要

因によるものが急増し，企業内要因よりもわずかでは

あるが越えたのが注目される。すなわち，これによる

ものが全体の39％，企業内要因によるものが37％であ

り，さらに3位ではあるが偶発的要因によるものが25

％と増加した。偶発的要因によるものの大半が取引先

倒産による連鎖である。このことからも企業の社会的
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第2表*　倒　産　原　因　別　発　生　件　数

責任ということが痛感される。

　構造的要因のうち新製品進出，労働力不足等が直接

的な原因になることはまれであり，過当競争，業界不

振によるものが多いことは，今後ますます構造改善事

業の成果が期待されるところである。

　倒産後の動向としては，会社更生法を適用されたも

のが42年に1件と45年に5件（申請中を含む）であ

り，大多数は整理に至っている。45年についてみる

と，整理したものが全体の63％を占め第1位，次いで

内整理が14％である。再建，新会社設立，債務たな上

げ等，なんらかの形で企業が継続されるものは22％で

ある。その他1％は代表責任者が失踪するなど，経営

放棄の無責任経営によるものである。

　各種企業の倒産を全国的あるいは全道的にみた場

合，共通しているのは，建設業の倒産件数がもっとも

多いことであり，その理由の第1は放慢経営であり，

ついで過当競争，経営計画失敗となっている。したが

って，このような業種に製品を供給する鉄鋼，木材産

業には危険がいっぱいで，経営は非常に難かしいであ

ろうと考えられる。しかしながら，木材関連産業自体

について考えてみれば，建設業ほどではないにしても

同様の体質をもっていることについて，今後もきびし

い経済情勢の中で改善されていかなければならないも

のと考える。金融緩和の効果が中小企業まで及ぶのは

まだ先の話であるという見方が大勢のようであるが，

一日も早く業界の安定を願うものである。

＊資料は帝国興信所旭川支店（大宮辰男支店長）調査

による。

　なお，道内木材関連産業の46年に入ってからの倒産

件数は昨年に比較して激減したことを付記する。
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